
YAMAM星宣言

YM F288
(O PNS-L)

FM + Rhythm + SSG Synthesizer

■概要
YMF288は、YM2608 BとRⅦ音源部、リズム音源部、SSG音源部とのレジスタの互換性を保ちなが

ら、ADPCM音源部、I/Oポート、SSG音源用"Aコンバータを削除して端子数を削減し、CMOSプロ
セス化した音源LSIです。
スタンバイモード機能、低電圧動作を新たにサポートし、パッケージタイプとしては28ピンSOP、

YMF288-Sを用意しています。
これにより、YM2m8Bと比べ低消費電力、小スペース化を実現しているため、ノートパソコン等で

使用しやすくなっています。

■特徴
□FM音源部(YM2608 B互換）
4オペレータ・6音同時発音
-FM演算用に8種のアルゴリズムを用意
振幅周波数変調用にLFO機能内蔵
一ステレオ出力

ロリズム音源部(YM2608B互換）
-最大同時発音数 6音
（バス・ドラム,スネア・ドラム,リム・ショット,ダム,シンバル,ハイ･ハットの6音色各1音）

-音色データ(ADPCM方式)ROM内蔵
一ステレオ出力

□SSG音源部(YM2608B互換）
-同時発音数は、矩形波3音、ノイズ1音
一エンベロープ8種

□ そ の 他
-2つのプログラマブルタイマー内蔵
一音声データは、ステレオ16ビット、2｢sコンプリメント、MSBファースト出力
一全レジスタをリード可能
一低消費電力モード(スタンバイモード)サポート
ー動作電源電圧は+5Vまたは+3.3V
-28ピンプラスチックSOP (YMF288-M)、“ピンプラスチックSQFP (YMF288-S)
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■端子配置図
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YM F288
■端子機能説明

Ⅷ､縄H瓜

上記以外は、N.C端子です。無接続でご使用下さい。

柱）
I+ :

O D

プルアップ内蔵入力端子
オープンドレイン出力端子

2 - 1 1 3

N C N a m e I/O 機 能

1 57 V S S グ ラ ン ド

う
と 59 酌 I/O C P U イ ン タ ーフ ェ ース デ ー タ 0
3 60 D l I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ I

4 6 1 D 2 I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ 2

5 3 D 3 I/O C P U イ ン タ ーフ ェ ース デ ー タ 3
6 5 D 4 I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ 4

7 7 D 5 I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ 5

8 10 D 6 I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ 6

9 12 D 7 I/O C P U イ ン タ ー フ ェ ー ス デ ー タ 7

10 14 / r E S T l I 十 LSIテスト端子1(必ず、無接続でご使用下さい）
11 20 / I C I＋ イニシャルクリア入力端子
12 21 5V/3V I 電源電圧切換端子（‘'H" :5V，”L'，:3.3V）
13 2 2 / r E S T 2 I十 LSIテスト端子2(必ず、無接続でご使用下さい）
14 2 4 V S S グ ラ ン ド

15 25 /IRQ O D C P U イ ン タ ーフ ェ ース 割 り 込 み 信 号
16 2 6 / C OM I YM2608/YMF288モード切換（,，H":YM2608、”L1，:YMF288）
17 27 /C s I＋ C P U イ ン タ ーフ ェ ース チ ップ セ レ ク ト
18 28 /WR I C P U イ ン タ ーフ ェ ースラ イ ト イ ネ ープル
19 35 /RD I C P U イ ン タ ーフ ェ ース リ ー ド イ ネ ープル
20 37 AO I C P U イ ン タ ーフ ェ ース ア ド レス 0
21 39 A l I C P U イ ン タ ーフ ェ ース ア ド レス 1
22 4 2 /STBY 0 スタンバイモード出力（'’H":通常動作、”L":スタンバイモード）
23 “ B C O 0 D A C イ ン タ ーフ ェ ース ビッ ト ク ロ ッ ク
2 4 46 Ⅸ〕 0 D A C イ ン タ ーフ ェ ース シ リ アル デ ー タ
25 5 2 W C O 0 D A C イ ン タ ーフ ェ ースワ ー ド ク ロ ッ ク
26 5 4 L R O 0 D A Cインターフェース L / Rクロック
27 55 V D D ■■ +5V(または+3.3V)電源
28 56 M C L K I マスタークロック入力（7.9872MHz）
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■ブロック図
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YM F288
■各ブロック機能説明

1 .タイミング･ジェネレータ部

各機能ブロックに必要なクロックおよびタイミング信号を生成します。

2 . C PUインターフェース部

YMF288をコントロールするCPUとのインターフェースをします。

3.SSG音源部

SSGは、Software contmled Sound Generatorの略で、14本のレジスタ、3系列の矩形波発生器、および、
l系列のノイズ発生器から栂成されています。
14本のレジスタの操作により、出力波形の周波数、エンベロープ、レベルをコントロールすること

で、同時に矩形波3音、ノイズl音の発音が可能です。

4.リズム音源部
リズム音源部は、ADPCM方式を用いて圧縮した6音色のリズム音を再生します。
発音やレベルをコントロールするための8本のレジスタ、音色ROM、および、リアル・タイムに音

色ROM中のデータの伸張を行なう演算部から構成誉れています。
音色ROMには、バス・ドラム,スネア・ドラム,リム・ショットⅢダム,シンバル,ハイ･ハットの6音色が

格納されており、6音同時発音が可能です。

5 . FM音源部

FM音源部は、FM音源をコントロールするレジスタ群、フェイズ･ジェネレータ(m)、エンベロー
プ･ジェネレータ(EG)、および、FM演算を行なうオペレータ(OP)などから構成されています。
これらのブロックは、それぞれ24スロットで時分割処理され、4スロット単位で1つの発音チャンネ

ルを形成します。従って、最大同時発音数は6音となります。

MMHA

6.アキュムレータ部

SSG,リズムおよびFMの各音源から出力きれた信号をL/Rに振り分け( SSG音は除く。）、それぞれミ
キシングおよびアキュムレートし、2チャンネルのシリアル･データを出力します。

2-1 1 5



Ⅷ間川ハ
■機能説明

1 C P Uインターフェース

YMF28 8のFM音、SSG音及びリズム音の発音等の制御は、2.レジスタマップに示される各データレ
ジスタにデータを書き込むことで制御されます。レジスタへのデータの書き込みやレジスタからのデ
ータの読み出しはDO～D7のデータバスを介して行います。データバスは、AO～Alのアドレス信号と
/CS、/WR、/RDの各コントロール信号で制御きれ、以下のようなモードに設定されます。

YMF2 88

1 .インアクティブモード
DO～D7のデータバスは、ハイインピーダンス状態になります。

2 .アドレスライトモード
データを書き込むレジスタのアドレスを設定します。データバス上にセットされたデータがレジ

スタのアドレスとしてラッチされます。データバス上のデータがレジスタのアドレスとしてラッチ
されるまでにマスタークロックで15サイクル必要です(詳細は、14ページ''4-5-2.レジスタアクセス時
のウエイト時間の短縮"の項を参照)。この間はデータバス上のデータを変更しないで下さい。

3 .データライトモード
アドレスライトモードで設定きれたレジスタにデータを書き込むモードです。データバスには書

き込むべきデータをセットして下巻い。データバス上のデータがレジスタのデータとして確定する
までにマスタークロックで15サイクル必要です(詳細は、14ページ''4-5 -2.レジスタアクセス時のウエ
イト時間の短縮"の項を参照)。この間はデータバス上のデータを変更しないで下さい。

I

4 .データリードモード
アドレスライトモードで設定されたレジスタからデータを読み出すモードです。データバスには

レジスタの内容が出力されます。

x: Donft mle

※YM F288モードとYM2m8互換モードでは読み出せるレジスタが異なります。詳細は"4-1-1.デ
ータレジスタリード機能"の項を参照して下さい。

5 .ステータスリードモード
デバイスのステータスを読み出すモードです。データバスにはデバイスのステータス情報(タイ

マーフラグ、識別コード等)が出力きれます。

2-1 1 6

/Cs / R D /W R A l A O アドレス範囲 モ ー ド

L H L L L 0 0 - 2 C H アドレスライト (SSG，タイマーリズム等）
3 0 - B 6 H アドレスライト （FMl～3チャンネル）

L H L L H O 0 - 2 C H データライト（SSG，タイマーリズム等）
30 - 5H データライト（ FM l ～ 3チャンネル）

L H L H L 1 0 - B 6 H アドレスライト（FM4～6チャンネル）
L H L H H 1 0 - B 6 H データライト（FM4～6チャンネル）
L L H L L x x H ステータス0リード

L L H L H O0-B6H デ ー タ リ ー ド

F F H ステータス2リード （デバイス識別コード）
L L H H L x x H ステータス l リード

L L H H H x x H インアクテイブ

H X X X X x x H



YMF 2 8 8
2 .レジスタマップ

YMF288では、FM音、SSG音およびリズム音の制御等のために以下のレジスタが用意されています。

Address  A1 ="0鰯の時 A1 =''1 '!の時

10H ’

ⅧⅢⅢハ

2-1.ステータスレジスタ

’

圃 |･･緬剛’Comme n t

2 - 1 1 7

o0H

ODH

S S G

Ｈ
 
Ｈ

Ｏ
 
Ｄ

１

１
Rhyth m

FlagContrcl

20H

2 C H

FM共通部
タ イ マー

Key-On/Off

3 0 H

B 6 H

F Mパラメータ

チ ャン ネ ル 1 - 3

3 0 H

B6H

F Mパラメータ

チャンネル4-6

x x H

x x H

F F H

ステータスレジスタ(R）
D7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D1 DO

Bu sy 騨蕊識蕊騨霧 Flag
TI-B I TI-A

Busy １
１風O鰹 ℃I, '10‘’ ､O剛 Flag

TI･B I TI-A
＝丙■ー可 鍵

lD･NC，

ステータス0

ステータス1

ス テ ー タ ス 2



ⅧⅢ咄凡
2- 2 . S S G データレジスタ

00H

YM F 2 8 8

2 - 3 ． フ ラ グ コ ン ト ロ ー ル レ ジ ス タ

Add i e s s

(Hex)

10H10H ’ ’

2 - 1 1 8

’
-

Comme n t

’フ ラ グ コ ン ト ロ ール

’
’

沙

冬

Ｆ
Ｇ
ｂ
Ｈ

-
”
》
ざ
づ

一
一
唖
や

＄
◇
殿
寺守り沙

。

。

鼻ザも沙◇◇ｌＧ６

Addre s s

(Hex)
SSG部レジスタ(R/W）

|D7ID6ID5ID41D31D21D# |
F i n e Tu n e

DO
C omm e n t

O1H A ■ Coa r s e Tune
A チ ャ ン ネ ル 周 波 数 設 定

O2H F i n e Tu n e

Bチャンネル周波数設定
O3H C o a r s e Tu n e

O4H F i n e Tu n e

C チ ャ ン ネ ル 周 波 数 設 定
o5H

1 1 4 や

1'| 卜 L    L

戸
間

心
C o a r s e Tu n e

o 6 H Period Control ノイズ周波数設定

o7H
1 NJOUT

IOB I IOA

/Noise
C B AC B A

/ To n e

C I B I A
ミキサー設定

O8H 」

〃

M L e v e l A チャンネル音量設定

o9H
Ｕ
Ｌ
ａ
-

乢

Ｂ

Ｂ

Ｉ
令

Ｆ
令
今

や
-諫
寸寺●令◇◇

ｅ４ｑ
■

０

◆

町

矼

で

ど
も
り
Ｌ
ざ

ヴ
-
み
-
写
｝

Ｆ
Ｌ
Ｉ
ｂ

』
■
一
二
二
▼

F･÷F･14心■1ｹ
F l P 1

｝
〃
寸
乃
↑
午
尾
“

M Leve l B チャンネル音量設定

OAH
画

一

-
陸

マ

イ

-
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ｌ
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-毎，ｌ
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｝
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認
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M Leve l C チャンネル音景設定

o B H F i n e Tu n e

エンベロープ 周期設定
OC H C o a r s e Tu n e

O D H
毛 一 ・ . 秒 々 . … ̅ ､ ､ 全 一 垂 4 ． - 一 品 一 ・ 一 竺 漁
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C A 1 T A L T H L D エンベロープ形状設定
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YM F2 88
2 - 4 . F M デ ー タ レ ジ ス タ

’ FM部レジスタ( R/W)

一

-

’
｛ 『
, 上

ⅧⅧ咄興

スタンバイモード、
YMF288ﾉYM2608B互換モード切換

一

法 - 鴨 扉 j c q 黒 色 G 1 心 公-

’
’

-

1

※30H - 9EHのレジスタはスロットとチャンネルに以下のように対応します。

一

-

｜
｜
｜
’

■■■■■

2-11 9

１
１

１
１
Ｉ

一
一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Addre s s
(Hex) D 7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D1 D O

S T B Y

C o mm e n t

20H
◇
一
◇
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抄

。
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。
：

｜
乃
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１’唯一
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、
称

N E W

L S I のテストレジスタ21H Te s t

L F Oの周波数制御22H Ⅶh リ
ト
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ｂ
卍
１
４

L F O

T ime r-Aプリセット
デ ー タ 設 定

24H T i m e r - A

2 5H TimerbA

Timer-Aプリセットデータ設定26H T i m e r - B

Timer-A/B制御、3CHのモード27H Mode R e s e t
B l A

E n a b l e
B   I    AB   I    A

I _ o a d
B 1 AB   I    A

Key On/Off28H S l o t C H
割り込み制御、
発奇チャンネル数の設定29H S C H

P ◇

1 A ．
▲ - q - - -

- + ③ 一 G 画 、 - -

! ‘ i 兵 ・
I RQEnab I e
T1-B  I  TI-A

L S l のテストレジスタ2 A H Te s t

L S I のテストレジスタ2 B H Te s t

L S l のテストレジスタ2 C H Te s t

Detune,Multiple3 0 - 3 E H D T Mu l t i

To l a I Leve I4 0 - 4 E H T L

KeyScaIe,AttackRtae5 0 - 5 E H K S A R

AMON,DecayRale6 0 - 6 E H A M

､‘！'‘｛，口

丙 ･ 虫

D R

Sug値inRate7 0 - 7 E H １

．

，

１毎
守
り
、

1 - F

S R

SuslainLeveI,ReleaseRate8 0 - 8 E H S L R R

SSGタイプエンベロープ制御9 0 - 9 E H
﹈

１
１
回
例
耶
１
０
Ｊ
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-
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１
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Ｑ
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０
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乳
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2-5.リズム音制御レジスタ

Add ress

(Hex) ’
1 0H

11H

D M

12H

’

18H

1 9H

1AH

’

1BH

1CH

’
’応

1DH

YM F2 88

3. DACインターフェース

’
ダンプ、リズムKey On/Off

YMF288の音声データ(FM音、SSG音、リズム音)は、DO端子より20sコンプリメントデータとして出
力されます。サンプリング周波数(fS)は55.5kHz (@MCLK=7.9872MHz)、ビツトクロックは48fSです。

リズム トータルボリューム

L S I テストレジスタ

B C O

出力選択、楽器ボリューム(BD)

出力選択、楽器ボリューム(SD)

D O

出力選択、楽器ボリューム(HH)

出力選択、楽器ボリューム(TOM)

L R O

出力選択、楽器ボリューム(RIM)

W C O

岸 - - 1 / M c - - - ＝

L c h

2 - 1 2 0

図 l : D ACインターフェースタイミング
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4 .システムリセット

YMF28 8は電源投入時、内部回路をリセットする(AC=''L'')必要があります。リセットには、/ICの立
ち下がりのエッジと立ち上がりのエッジが必ず必要です。また、立ち上がりのエッジは、以下に示す
タイミングチャート(図2)のようにLRCKの立ち下がりに同期させて下さい。図3にリセットの回路例
を示します。

L R O

非同期リセット

ヨ ｜ - ｣ 一
1
1

’1

/IC入力

｜ ｜ I

’’1

1
1

1

1

Ⅷ､川ハ

一 一 一 ■ ■ ■ - 5 ■ ■ ー ー ー ー

I

|’

I
I

I

I
I

- - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ ， ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 缶

1 1 1

図2:リセット信号タイミング

I

D

ー - ー 一 一 一 一 一 一 一

V D D

リセット信号(非同期）

-7-

」

、 ／

I

I

C L R

D Q

C L K
A

LS174f，

▽

_ 「 -
I

＋LSO4

L R O

図3:リセット回路例

← / ICへ入力

2- 1 2 1
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5.YM2608からの変更点

以下にYMF288とYM2608B(OPNA)との違いについて説明します。

5-1 .動作モード

YMF288では、YM2608B互換モードと、YMF288モードの2種類のモード選択することができます。
モードは/COM端子とNEWビットで選択し、以下のようになります。

YM2608B互換モードとYMF288モードでは以下の点が異なります。

5-1-1,データレジスタリード機能
YM2608B互換モードでは、SSG部レジスタのみレジスタの内容を読み出すことが可能です。SSG

部以外のレジスタを読み出したときにはデータリードを行う直前にデータバスにセットされたデー
タが読み出されます。ただし、OE、OFHについては、ハイインピーダンス出力となります。

YMF288モードでは、すべてのレジスタの内容を読み出すことが可能ですが、以下のビットにつ
いては、常に''0"が出力さます。

27H    Resetビット

lOH    IRQRSTビット
28H    Slot、Chビット
10H    DM、RKonビット
12H    LSIT℃sIレジスタ
21H    LSI TesIレジスタ

また、レジスタが存在しないアドレスを読み出した場合には無意味なデータが出力されます。こ
れらのレジスタへのアクセスは禁止して下さい。ただし、OE、OFHについては、ハイインピーダン
ス出力となります。

5 -1 - 2 .スタンバイモード機能
スタンバイモードは、レジスタの内容を保持したまま消費電力を抑える機能です。この機能は

YMF288モードでのみ有効です。
スタンバイモードへの移行及び復帰はSTBYビットで制御します。STBY=''l' 'でスタンバイモード

へ移行し、STBY= ' ' 0 "でスタンバイモードから復帰します。
スタンバイモードへ移行する前には必ずすべてのチャンネルをキーオフまたはダンプし、完全に

発音を停止し、また、アドレス00H～05HのSSG音源部のトーン周波数レジスタは全て'!0'!に設定し
て下さい。

スタンバイモード中、各端子は以下の状態になります。
-DO～D7(データバス):入力
-BCO、WCO、LRO、DO : 0'L0 'レベル出力
- /STBY:STBY=''l''の期間中"L,‘レベルとなり、STB Y=''0''が設定されると''H"レベルになりま

す。

スタンバイモード中は、アドレス20H以外のレジスタへのアクセスは禁止します。また、マスタ

YM F288

’

2- 1 2 2

/COM端子 N E W モ ー ド

',H，‘ 0 YM 2 “ 8 B互換
"H，‘ I Y M 2 “ 8 B互換
"L，‘ 0 YM 2 “ 8 B互換
ML'‘ 1 Y M F 2 8 8
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一クロックの供給も停止しないで下さい。
スタンバイモードから復帰後、レジスタにアクセスを始めるまでに最低20" s以上のウエイト時

間をおいて下さい。

5- 1-3 .デバイス識別コード
デバイス識別コードは、それぞれのモードで以下のように出力されます。

Y M 2 6 0 8 B 互 換 モ ー ド 0 1 H
Y M F 2 8 8 モ ー ド 0 2 H

5 - 1 - 4 . B USYフラグ

YM2608B互換モードと、YMF288モードでは以下のようにBUSYフラグの出力が異なります。

YM2m8B互換モード：データライト後のみ2411s (192サイクル@7.9872MHZ)の間BuSyフラグが出
力されます。

YM288モード： アドレスライト後、データライト後にBusyフラグが出力され、その期間は
以下のようになります。

アドレスライト後:1.9ils (15サイクル@7.9872MHz)
データライト後:1.9ILs (15サイクル@7.9872MHz)
ただし、lOHリズムKey On/Offレジスタ

2211s (180サイクル@7.9872MHz)
28H Slot，CHレジスタ

2411s (192サイクル@7.9872MHz)

※これ以降は、YW88モード､ YM2"8B互換モード共通の仕様変更点です。

5-2.SSG音源部

5-2-l. I/Oボートの削除
l/Oポートを削除したため、レジスタOEH, 0FHは不使用となりました。ただし、互換性を考慮し

て07HのD7,D6ビットは残されています。

5-2-2.D/Aコンバータの削除
SSG音源部専用のD/Aコンバータを削除しました。従って、SSG音もFM音およびリズム音とディ

ジタル．ミキシングし、DO端子より出力されます。。
ミキシング・レベルは、SSG音lチャンネル(Ipvel=15:最大音量)は、FM音lスロット(Total Level=0:

最大音量)の0.25倍です。（図4参照）

2-1 2 3
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1

図4:YMF288出力レベルミキシング比

5-2-3‘トーン周波数設定の変更
Tp=(Coarse Time)*256 + (Fine Tune)とすると、TPの値により以下のようにトーン周波数を求める式

が変わります。

□0≦Tp≦7
fione=0

※ このときレベル設定値に対応する直流分が出力されます。ただし、アドレス07Hの
／Ibne、/Noiseビットをともにデイスエープルした状態でレベル設定をすると、イネ
ープルした状態と比べ出力レベルは2倍となります。

□8≦Tp≦4095

n･ne=舞篝 IHZI

fi｡nc:発音周波数
fhnasier:マスタークロック周波数(@7.9872 MHz)

CS M(複合正弦波合成)機能の削除
CSM modeを削除したため、レジスタ･アドレス27HのD7は不使用となりました。

5T4. ADPCM音源部

5-4-l. ADPCM音源部の削除
ADPCM音源部を削除したことにより、次に示すレジスタを削除しました。

OOH  CONTROL l

01H  CONTROL2

02H  START ADR(L)
03H  START ADR(H)
04H  STOP ADR(L)
05H  STOP ADR(H)
06H  PRESCAL(L)

2 - 1 2 4

0．75

0．5

0，25

0

-0．25

-0．5

-0．75

-1

YM F288

5-3 .FM音源部

[HzI

兀
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PRESCAL(H)
A D P C M - D ATA

DEIﾉTA-N(L)
DELTA -N(H)
E G C T R L

LIMIT ADR(L)
LIMIT ADR(H)
D A C D ATA

P C M D ATA

FLAG CONTROLのD4,D3,D2ビット
IRQ ENABIEのD4,D3,D2ビット

5-4 - 2 .ステータス lの変更
ADPCM音源部の削除に伴い、ステータスlのD5,D4,D3,D2の各ビットは、''0 ''固定の出力となりま

した。

5-5 - 1 .内部クロック分周比
プリスケーラー機能の削除に伴い、アドレス$2D,2E,2Fのレジスタは削除きれ、SSG音源部、FM

音源部、および、リズム音源部の分周比はそれぞれl/8,1/6,1/12に固定されます。

5-5-2.レジスタアクセス時のウエイト時間の短縮
アドレス･ライト後、データ･ライト後のウエイト時間がYM2608Bと比べ以下のように短縮されて

います。

※括弧内の数字はマスタクロツク(7.9872MHz)でのサイクル数

*l)アドレス28Hは除きます。

2-1 2 5

O7H

08H

⑱ H

OAH

OBH

OCH

ODH

OEH

OFH

IOH

29H

5 - 5 .その他

ⅧmMA

’ YMF288

アドレスライト後のウエイト時間

音 源 部 ア ド レ ス ウエイト時間
F M 2 1 ～ B 6 H 1.9肌s （15）
S S G 00～OFH 1.9仏s （15）
リズム 10～1DH 1.9us （15）

データライト後のウエイト時間
音 源 部 アドレス ウエイト時間

F M 28H 24仏s （192）

2 0 ～ B 団 f ＊ 1 1 . 9 u s （15）

S S G 0 0 ～ O F H 1．91』s （15）

リズム l O H 22Hs （180）
1 1 ～ l D H 1.9Ⅱs （15）
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■電気的特性

1.最大定格

2推奨動作条件

3直流特性

YM F288

※推奨動作条件下において

*I:スタンバイ時、VDD=5．25M
*2:スタンバイ時、VDD=3．60M

2- 1 2 6

項 目 記 号 定 格 値 単 位
最 小 最 大

電源電圧 VDD Vss-0．5 Vss+7.0 V

入力電圧 V I Vss-0,5 V､〕＋0．5 V

出力電圧 Vo Vss-0．5 V、+0.5 V

動作周囲温度 TOP 0 7 0 ℃

保 存 温 度 TsTG -50 ＋125 ℃

入力端子電流 I1P -2(） ＋20 m A

項 目 記 号 条 件 推 奨 値 単 位
最 小 標 準 最 大

電 源 電 圧 VDD 5VβV= "L ' ’ 3．00 3.30 3 . 6 0 V

5VβV="H､’ 4．75 5.00 5 . 2 5

動作周囲温度 TOP 0 25 70 ℃

項 目 記 号 条 件 最 小 標 準 最 大 単 位
入力リーク電流 MCLK,/WR,/RD，

A0，A1，，0～D7
ILI V】＝0～VmM -10 10 似A

出力リーク電流 全出力端子 ILO Vo＝0～VmM -10 10 脾A
入力電圧Lレベル 5V/3V端子 V1L 0.2V、 V

5V/3V端子を除く 0．8

入力電圧Hレベル 5V/3V端子 V【I【 0.7V、 V

5V/3V端子を除く 2.0

出力電圧Lレベル 全 出 力 端 子 VOL ICL＝1.6[mA］ 0.4 V

出力電圧Hレベル /IRQを除く全出力端子 VCM IC},=-80いA］ 2.4 V

電 源 電 流 IDD VDD=5.25[V］ 20 m A

VDD=3.60[V】 10

*1 2

* 2 1

プルアップ抵抗 / I C , / C S ,汀EST Ru 50 l “ 4 0 0 k Q



YM F2 88
4 .入力クロック特性

5 .端子容量

※推奨動作条件下において

ⅧⅢHハ

入力クロック・デユーテイ=IHc．fkｲcLK×100

測定条件: Tq,=25I℃] ,Vm=5.01V]
入力電圧 VIH=2.4IV]以上,Vn戸0.45 [V]以下

VIHC=3.01V]以上,Vn".4[Vl以下
入力信号周波数1.0IMHz]
Vmと測定端子以外はVssに接続

※推奨動作条件下において

2-1 2 7

項 目 記 号 条 件 規 格 単 位

最 小 標 準 最 大

マスター・クロック周波数 fi1cLK 図5 7 . 7 7 . 9 8 7 2 8 . 3 M H z

入力クロック立ち上がり時間 tRc 3 0 1 1 s

入力クロック立ち下がり時間 tRご 3 0 n s

入力クロック・デユーテイ DMcLK 4 0 50 6 0 ％

入力クロック電圧Lレベル V【LC -0.3 0．8 V

入力クロック電圧Hレベル VIHc 2．0 V ” V

項 目 記 号 規 格 単 位

最 小 基 準 最 大

入力端子容量 Cl 5 8 pF
クロック入力端子容量 CIC 8 pF

出力端子容量 CO 10 pF

入出力端子容量 Clo 12 pF
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6.交流直性

※推奨動作条件下において

YM F288

注)出力端子の負荷容避CF5OIpF]とする。

2-1 2 8

項 目 記 号 条 件 最 小 標 準 最 大 単 位
ｱﾄﾞﾚ ｽ ｾ ｯ ﾄ ｱ ｯ ﾌﾟ時間 A0.A1 tAs 図6,7 10 n s

ｱ ﾄﾞ ﾚ ｽ ﾎ ｰ ﾙ ﾄﾞ時間 AO,A1 tAH 図6,7 10 n s

ﾁﾂﾌﾟｾﾚｸﾄﾗｲﾄ幅 /Cs tcsw 図6 150 n s

ﾗ ｲ ﾄ ﾊﾟ ﾙ ｽ幅 / W R tww 図6 150 n s

ﾗｲﾄﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱ ' ｿﾌﾟ時間 DO～D7 twDs 図6 0 n s

ﾗ ｲ ﾄ ﾃﾞ ｰ ﾀ ﾎ ｰ ﾙ ﾄﾞ時間 DO～D7 twDH 図6 20 n s

ﾁｿﾌﾟｾﾚｸﾄﾘｰﾄﾞ幅 /Cs tcsR 図7 20 0 n s

ﾘ ｰ ﾄﾞ ﾊﾟ ﾙ ｽ幅 /RD tRw 図7 2 “ n s

ﾘ ｰ ﾄﾞ ﾃﾞ ｰ ﾀ ｱ ｸ ｾ ｽ時間 DO～D7 tAE℃ 図7 2 ” n s

ﾘ ｰ ﾄﾞ ﾃﾞ ｰ ﾀ ﾎ ｰ ﾙ ﾄﾞ時間 DO～D7 tRDH 図7 10 n s

ﾗ ｲﾄ･ﾘｰﾄﾞｳｪｲﾄ時間 /WR , /RD tWRW 図8 Ⅳfh画｣〈 S

ﾘｰﾄｰ･ﾗｲﾄｳｪｲﾄ時間- ■ L   L ■ ユ■一
/WR

tRWw 図9 18 0

15/fiに1-K

n s

ﾗｲﾄｳｪｲﾄ幅 twww 図10 S

ｻ ﾝ ﾌﾟ ﾘ ﾝ ｸﾞ周波数 略 図1 f耐q上/I“ HZ

BCO周波数 B C O fbc 図1 4 8 F s kHZ
L RO周波数 L R O n尺 図1 F S kHZ
WCC周波数 W C O 恥 図1 2F s k H Z

出力立上がり時間 BCO,LRO，
WCO,DO

tR 図11 30 n s

出力立下がり時間 BCO,LRO,
WC O,DO

IF 図11 30 n s

DOｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 t 唾 図11 60 n s

DOﾎｰﾙﾄﾞ時間 t邸 I 図11 印 n s

LROｾｯﾄｱ ｯ ﾌﾟ時間 tLRS 図11 60 n s

LROﾎｰﾙ ﾄﾞ時間 tLRH 図11 60 n s

wCOﾎ ｰ ﾙ ﾄﾞ時間 twcH 図11 釦 n s

ﾘｾｯﾄﾊﾟﾙｽ幅 /IC tIcw 図12 192瓜にLK S

LRO-/ ICｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 tIcs 図12 0 100 n s

LRO-/ ICﾎｰﾙﾄﾞ時間 tIcH 図12 0 100 n s
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タイミング図の設定は、VH=2.0 [V1,VL=0.8 [V]を基準とする。

MC L K

÷ 1 /fMcLK

A O - A 1

図 5 : マスタークロックタイミング

Ⅷ間川ハ

/CS

号

/ W R

_ F -

／

-｣三

D0･ D7

tA

注)  tAH' tCsw, tww, twDHは、/CS,/W Rのいずれかが早<"L侭レベルを越える時を基準とする。
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